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１　はじめに

エアロゾル（空気中に浮遊している粒子状物質）の

うち粒径2.5μｍ以下の微小粒子（PM2.5）の人へ健

康影響が懸念され，その実態把握のため，秤量精度な

ど基礎的検討を行ってきた1－4）。その結果，採取時間

を48時間以上に設定すれば，PM2.5の挙動を把握する

ことが可能であることを確認した2)。

今年度（2005年）は，大気自動車排ガス測定局で，

PM2.5の48時間と72時間の連続採取測定を行い，浮遊

粒子状物質（SPM自動測定機（β線））との比較を行

ったので報告する。

２　調査方法

調査は，長津大気（自動車排ガス）測定局に

PM2.5 ローボリューム　エアーサンプラー(以下

PM2.5と言う)と10μmカットサイクロン付きローボ

リューム　エアーサンプラー(以下LSと言う)を設置

し，SPM自動測定機との比較を行った。また，約5km

離れた水田地域の環境保健センター屋上にアンダーセ

ン　ローボリューム　エアーサンプラー(以下ALSと

言う)，LS及びPM2.5 カスケードインパクター（以下

SCIと言う)を設置し，並行測定を行った。

２.１　秤量装置

１) フィルタ専用ウルトラミクロ天秤SE2-F（ザルト

リウス：読取り限度0.1μg)

秤量皿90mm，秤量範囲：2.1g，静電気対策241
Am，

ザルトインVer1.4.23(秤量値の表計算ｿﾌﾄ(Excel)へ

の自動取り込み）

２) セミミクロ天秤AT261（メトラー：読取り限度10

μg)

秤量皿80×80 mm，秤量範囲：62 g

２.２　調査日時，採取装置及びフィルタ秤量方法

調査日時は，Ⅰ期：2005年6月13日(月)～6月20日

(月)，Ⅱ期：2005年9月12日(月)～9月20日(火)，Ⅲ

期：2005年12月12日(月)～12月19日(月）及びⅣ期：

2006年3月6日(月)～13日(月)の4期とし，採取時間は，

平日48時間，休日を含む時は72～96時間とした。

エアロゾル採取は，前報と同様の装置を使用した2)。

フィルタは，静電気の影響を受けやすいが，石英繊

維フィルタに較べて吸湿性が低く，ガス状成分を吸着

しにくい，秤量安定性の良いテフロンフィルタを使用

した。フィルタは捕集前，恒温恒湿室(21.3±2.3℃，

43.4±7.1%)で24時間放置後，3回秤量した。エアロゾ

ル捕集後も同様の操作を行った。エアロゾル捕集前後

のブランクフィルタ秤量値の標準偏差を比較し，高い

偏差値の3倍を検出下限，10倍を定量下限とした。

３　結果及び考察

３.１　自動車排ガス測定局におけるPM2.5濃度と

SPM濃度

全調査期間中，PM2.5とSPM濃度は，ほぼ同一挙動

を示した。

表１に長津大気測定局におけるPM2.5，SPM（LV)，
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図１　エアロゾール経時変化（長津大気(自動車排ガス)測定局） 
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表１－１　粒径別エアロゾル調査結果（調査地点：長津大気（自動車排ガス）測定局）



SPM(自動測定機)，定量下限値及び調査期間中の気象

状況を示し，図１にエアロゾル経時変化を示した。

調査第Ⅰ期（2005/06/13-06/20)は，主風向は道路

からの直接影響を受けやすい北東～東北東であった。

従って，PM2.5濃度は20～35μg/m
3で，SPM濃度の67

～75％と他の調査日に比べて高濃度を示した。

調査第Ⅱ期(2005/09/12-09/20)は，主風向は道路か

らの直接影響を受けにくい西南西と東北東の風であっ

た。PM2.5濃度は11～31μg/m
3で，SPM濃度の64～

70％と第Ⅰ期に比べてやや低濃度であった。
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図２　エアロゾール経時変化（岡山県環境保健センター屋上） 
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表１－２　粒径別エアロゾル調査結果（調査地点：長津大気（自動車排ガス）測定局）



調査第Ⅲ期（2005/12/13-12/19)は，第Ⅱ期と同様，

道路からの直接影響を受けにくい西南西の風が主風向

で平均風速は2.5m/sであった。PM2.5濃度は12～17μ

g/m
3で低濃度を示し，SPM濃度とほぼ同じレベルで

あった。

調査第Ⅳ期(2006/03/06-03/13)は，調査前半，初日

は雨模様で曇り空であったが，二日目午後から晴れた。

道路沿いの風（北北東～東北東）が主風向で平均風速

0.8m/sの穏やかな天候であった。後半は，西南西の

風が主風向で平均風速1.5m/sであった。全調査期間

を通じて，SPM濃度は道路沿いの風（北東）で，高

く，道路逆方向の風（南西）で，低くなる傾向が認め

られた。調査前半，PM2.5サンプラーのPM10カット

フィルターが目詰まりし，自動停止したため，欠測と

なった。しかし，フィルターを交換した後半72時間値

は37μg/m
3で，全調査期間中最高濃度であった。
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表２－１　粒径別エアロゾル調査結果（調査地点：岡山県環境保健センター屋上）



３.２　水田地域における粒径別エアロゾル濃度と

SPM濃度

表２に岡山県環境保健センター屋上における粒径

9.1μm以上,9.1-2.1μm, 2.1μm以下PM(ALS)，

SPM（LV)，SPM(興除測定局)，粒径2.5μm以下分別

採取装置(SCI)，定量下限値及び調査期間中の気象状

況を示し，図２にエアロゾル経時変化を示した。

調査第Ⅰ期（2005/06/13-06/20)は，主風向は南東

～東南東であった。ALSによるSPM(粒径9.1μm以下

のPM)濃度(19～36μg/m
3
)は近傍の興除測定局SPM濃

度(20～35μg/m
3
)とほぼ一致した。

調査第Ⅱ期(2005/09/12-09/20)は，主風向は第１回

目南南西，2回目北寄り，3回目東～西と変化した。

ALSによるSPM濃度(9～36μg/m3)は第蠢期と同様近
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表２－２　粒径別エアロゾル調査結果（調査地点：岡山県環境保健センター屋上）
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傍SPM濃度(8～36μg/m3)とほぼ一致した。

調査第Ⅲ期（2005/12/13-12/19)は，西～西北西の

風が主風向で平均風速3.8m/sであった。粒径2.1-9.1

μmの粗大粒子濃度は5μg/m
3以下と調査期間中の最

低濃度付近にあったが，粒径2.1μm以下の微小粒子

(PM2.1)濃度は9～16μg/m
3と，近傍SPM濃度(6～8μ

g/m
3
)より高く，前２期とは異なり，微小粒子の局所

的高濃度現象が認められた。環境保健センター屋上の

エアロゾール採取地点は，冬期暖房用煙突の真横にあ

り，その影響が無視できないと考えられた。

調査第Ⅳ期(2006/03/06-03/13)は，調査前半は，北

と南東の風が主風向で後半は，西～西北西の風が主風

向で平均風速1.1m/sであった。PM2.1濃度は，初回43

μg/m
3と全調査期間の最高で，36, 25μg/m

3と減少傾

向を示した。この傾向は近傍SPMでも認められた。

一方，粗大粒子(PM2.1-9.1)濃度は15，18，22μg/m
3

と増加傾向を示した。 3/11と3/13は西日本地域は黄

砂現象5)に見舞われ，その影響を反映しているものと

考えられた。

３.３　エアロゾル採取装置別定量下限値

調査期間中の各エアロゾル採取装置の定量下限最高

値を表３に示した。この表よりPM2.5とALは，24時

間採取で，前報で報告した暫定定量下限値8μg/m
3を

満たしており，24時間測定が可能であると考えられた。

一方，この目標値を満たすためには，LVは240時間以

上，SCIは72時間以上の採取時間が必要であると思わ

れた。

４　結論

１）自動車排ガス測定局でPM2.5エアーサンプラーに

より4期にわたる測定を行い，SPM(自動測定機）と

の比較を行った。SPMの60%以上がPM2.5であり，

その相関は，0.9以上であった。しかし，その挙動

は，第Ⅰ期（6月)と第Ⅱ期(9月)は，PM2.5とSPM

は一定の濃度差があった。第Ⅲ期(12月)と第Ⅳ期(3

月)のSPMの大部分は，PM2.5であると推定された。

SPM, PM2.5は，道路沿いの風で高く，道路逆方向

の風で低い傾向が認められた。

２）調査第Ⅳ期初日，PM2.5エアーサンプラーの

PM10カットフィルターが目詰まりし，採取装置が

停止する状況が発生した。秤量精度に加え，採取装

置の適切な保守管理が必要と考えられた。

３）エアロゾル捕集装置別定量下限値の考察から

PM2.5ローボリューム　エアーサンプラーとアンダ

ーセン　ローボリューム　エアーサンプラーは，採

取時間を24時間に設定しても岡山県のPM2.5の挙動

を把握できることを確認した。
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目標定量下限値：米国 PM2.5 の環境基準値（年平均値15μg/m
3）の1/2とした。

表３　エアロゾル採取装置別定量下限値と目標定量下限値 

PM2.5 Air Sampler

(Partisol-FRM Model 2000)

FKS型ﾛｰﾎﾞﾘｭｰﾑｴｱｰｻﾝﾌﾟﾗｰ

ｱﾝﾀﾞｰｾﾝﾛｰﾎﾞﾘｭｰﾑｴｱｰｻﾝﾌﾟﾗｰ

PM2.5 Sioutas Cascade Impactor

(SKC社製)

採取装置
採取流速(L/min) 24時間値 48時間値 72時間値 240時間値 目標定量下限値

L/min

16.7 3.9 2.0 1.3 0.4

9 24 12 7.8 2.4

8

μg/m
3

20 80 40 27 8.0

23.8 2.5 1.2 0.8 0.2
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